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46．肝癌における67Ga・citrateシンチグラム

　　とα・Fetoprotein
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　各種肝腫瘍患者で67Ga－citrateシンチグフィ・一一を行な

い，さらにa－Fetoprotein（α・フェト）を測定して両者

の関係を検討して，その肝癌診断における有用性を検討

した成績を報告する．

　ヘバトt－一一マ25例，コランヂオーマ5例，転移性肝癌39

例を対象として67Ga・citrate　1～2　mCi静注投与72時間

後にpho／Gamlna　IIIシンチカメラを用いてシンチグラ

ムを作成し，その後198Au一コロイドによるシンチグラフ

ィーを行なって両者を比較し，67Ga・citrateの病巣集

積程度と組織型および血管写の成績を比較した．　また

Manciniのsingle　radial　immunodiffusion法により血

申α・フェト量を測定して，67Ga集積度との関係を検討

した．

　〔結果〕①各種肝癌の67Ga－citrateシンチグラム．

ヘバトーマでは正常肝部に比して高度摂取7例，中等度

3例，軽度7例，同程度7例，摂取低下1例で，組織型

では分化型のものが高摂取例が多く，未分化，低分化型

では摂取が減少するものが多かった．コランヂオーマ，

転移性肝癌では低摂取例が殆んどであった．

　②ヘバトーマの67Ga・citrate摂取とα・フェト値．

67Ga’citrate摂取とα・フェトの陽性あるいは陰性と明白

に関係する所見はなかったが，全身的には67Ga高度摂

取例ではα一フェト陰性例が多く，軽度摂取例では陽性

例が多く認められた．血管写および組織型との関連につ

いても検討を加えた．

　③α一フェト陰性56例のうち67Gaの高度，中等度摂

取例は全例（6例）ヘバトーマであり，α・フェト陰性の

67Ga高度集積例はヘバトーマリ診断し得るとの成績を

得た．

　④ヘバトーマにおける肝硬変の有無と67Ga摂取程

度との間には特に関連は認められなかった．

　〔結論〕67Ga－citrateシンチグラムにおける67Ga¢〉

病巣取り込みの程度と　a一フェト値の間に一定の傾向が

認められ，両者の検索により肝癌診断率が向上すると考

えられた．
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　我々は現在迄にRI法により，370例についてa・

Fetoprotein（AFP）を測定した．20　mpag／ml以上を陽

性とすると，組織学的に明らかな肝癌の陽性率は，20例

中15例，即ち80％であった．その他の癌，或いはその他

の肝疾患に於ても陽性例を認めたが，320　mpag／ml以上

を示すものは稀であった．

　AFP測定を経時的に行うと，原発性肝癌に於ては，

その値が漸次高値を呈する．即ち経過を観察し得た10例

に於て，8例の陽性例はいつれもその値が経過と共に増

加した．残りの2例は終始陰性であった．（この中の1

例は肝シンチでもSpace　occupying　lesionを認めず，

剖検により肝癌と診断されたものである，尚この癌は直

径1cmのものであった．）

　これに反し，他臓器の癌に於ては，AFP値は漸減す

る傾向を示す．即ち経過を観察し得た11例中4例はAFP

値の漸増を示したが，大多数の6例は陰性化し，又は低

値のままに経過した．残りの1例，66才男子の胃癌例

（肝転移を伴ったと思われる）は，入院時，肝腫，血性

腹水がありAFP陽性であった．5　Fuにて加療する事

により，腹水，肝腫も消失するに従って，AFPも陰性

となった．数ケ月後に再び肝腫大を来しAFPも再び陽

性を示した興味ある症例である．

　最後に例外的な1例について述べる．患者は71才の男

子．入院当初AFP陽性であり，肝シンチにても，space

occupying　lesionらしきものを認めた．その肝シンチ

の像は余り変らないままに一時AFPは陰性となり，そ

の後再び陽性になった．血管撮影により，肝癌と診断さ

れた．
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　以上AFPの測定と肝シンチの併用によっても尚診断

困難な例も存するが，これらを経時的に行うことが，肝

癌の診断に大いに役立つものと考える．
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腫瘍スキャン，経時的追跡等によって診断を下す必要が

あることを示すと考える．

48．各種疾患におけるRadioimmunoassay

　　によるα・Fetoprotein値の検討
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　Radioimmunoassayによるα一Fetoproteinの定量は

従来の単純拡散法に比し，はるかに陽性率が高く，原発

性肝細胞癌の診断を容易にしてv・る．しかし・Radioim・

munoassay法は，微量測定が可能な反面，ヘバトーマ

以外の疾患でも高値を示すことが有ると云われている．

　我々は肝疾患および他の疾患の150例についてRa・

dioimmunoassay　による　a－Fetoprotein　を測定し，

Single　radial　diffusion，経時的追跡198Au・colloid，75Se・

seleuomethienineによる肝スキャン等を加へ，検討し

た．肝炎の55例中47例は，50ng／m1以下であったが，

5例は10011g／ml前後を呈し，更に急性肝炎の1例は

1．150ng／m1，慢性肝：炎の1例は540　ng／m1と高値を示

した．

　しかし1．150ng／mlと高値を示した急性肝炎の1例

も2ケ月後の追跡検査で65ng／m1と，その値は低下し

た．これら高値を示した肝炎の症例は，いつれも単純拡

散法では，（一）となった．

　肝硬変症の45例は，全て追跡検査の値をも含めて，α一

Fetoproteinが70　ng／m1以下であったが・単純拡散法

では2例が陽性となった．

　ヘバトーマの17例中15例は320　ng／m1以上の著しい

高値を呈したが，2例は各々，46，18　ng／mlと低値を

示した．このうち1例は，75Se・selenomethionineによ

る肝腫瘍スキャンがなされ，198Au－colloidによる肝欠

損部へ，75Se・selenomethionineが集積し，診断の助け

となった．

　他の疾患でa－Fetoproteinを測定した30例中，320

ng／m1以上の高値を示したのは，胃癌の3例および，

前立腺癌の1例で，いつれも1．・000～2，000ng／dlとな

った．

　以上の結果はRadioimmunoassayによるa－Fetop・

rotein値によっても，単純にヘバトーマと他疾患との

鑑別が不可能であり，75Se・Selenomethionineによる肝
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　〔方法〕血清中のAu抗原，抗体はCoated　tubeを

用いたSolid　phase　RIA法により，a－Fetoprotein（S・

αf）はaFeto・125　kitを用いた．ラットのS一αfは演者

らの開発したαfのRadioimmunoassay法を用いた．

対象は組織学的に診断を確定した肝炎二，肝硬変，肝癌の

163例である．

　〔成績〕原発性肝癌20例のS・αfは7．4ng／mlより

950ng／m1に分布し，　Au抗原は低値であるが60％に陽

性，Au抗体は1例のみ陽性であった．肝硬変の併発は

Au抗原が陽性例に多く，またAu抗原陽性の慢性肝炎

で線維化のやや強い程度のものの2例から肝癌が発生し

た．Au抗原はhelthy　carrierで高値をとり，劇症肝炎

（2例／8例），亜急性肝炎（2例／9例），慢性肝炎活

動型（4／12）及び活動型（4／6），亜小葉肝壊死を伴う慢

性肝炎（23／25）で陽性であり，carrierの1／4以下の値

を示した．急性肝炎で一過性にのみAu抗原陽性の（4／

6）は抗体価は低いがAu抗原陰性化後も持続した，　Au

抗原持続陽性の急性肝炎（2／6）の1例はAu抗体陰性，

1例は持続陽性であった．Au抗体が1×104　cpm前後

の高い抗体価は急性肝炎二回復期（2／21）劇症肝炎二（1／2），

亜急性肝炎（3／3），亜小葉性肝壊死を伴う慢性肝炎（12／

26），慢性肝炎活動型（3／11）であった．Au抗原の高

値を示すcarrierはAu抗体価は低値を示した．　Au抗

原の持続陽性を示す亜小葉性肝壊死を伴う慢性肝炎の

1／3でAu抗体は陽性，一過性にAu抗原が陽性を示し

た例はAu抗体は陽性を示す例が多い（12／26）．　Au抗

原が持続的に陽性を示す慢性肝炎活動型の3例でAu抗

体価は上昇し，血清中に電顕で400AのAu抗原の

Dane粒子を認めたのち，　S・GPTが峰型の上昇を来す

Shubを起し，この時期に一致して血清中にAu抗原一

抗体の複合物を認めた．次いでS・GPTが下降する頃に

なると200Aの抗原粒子を血中に認め，この時期から

S・αfが急上昇した，S・αfは400～1250　ng／mlの一過
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